























































小集落が全滅するほどの犠牲者をだした。4                                   























































愛子 汝夫の君 居り居りて 某所に行くと 韓国の 虎というふ神を 
生取りに 八頭取り持ち来 その皮を 畳に刺し 八重畳 平群の山に 
薬猟 仕ふる時に あしひきの この片山に 二つ立つ 櫟が本に 
梓弓 八つ手挟み ひめ鏑 八つ手挟み 
獣待つと 吾が居る時に さ牡鹿の 来立ち嘆かく 
たちまちに 吾は死ぬべし おほきみに 吾は仕へむ 
吾が角は 御笠の栄やし 吾が耳は 御墨の坩 
吾が目らは 真澄の鏡 吾が爪は 御弓の弓弭 
吾が毛らは 御筆の栄やし 吾が皮は 御箱の皮に 
吾が肉は 御膾栄やし 吾が肝も 御膾栄やし 
吾が屎は 御塩の栄やし 老いはてぬ 我が身一つに 




押し照るや 難波の小江に 廬作り 隠りて居る 
葦蟹を おほきみ召すと 何せむに  吾を召すらめや 
明らけく 吾は知ることを 歌人と 我を召すらめや 
笛吹きと  我を召すらめや 琴弾きと 我を召すらめや 
かもかくも 命受けむと 今日今日と 飛鳥に至り 
置かねども 置勿(おきな)に至り つかねども 都久野に至り 
東の 中の御門ゆ 参り来て 命受くれば 
馬にこそ 絆掛くもの 牛にこそ 鼻縄はくれ 
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あしひきの この片山の 百楡を 五百枝剥き垂り 
天照るや 日の日に干し さひづるや 柄臼に舂き 
庭に立つ 磑子(すりうす)に舂き 押し照るや 難波の小江の 
初垂を 辛く垂り来て 陶人(すゑひと)の 作れる瓶を 
今日行きて 明日取り持ち来 我が目らに 塩塗り給ひ 
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10 前傾書 8、p89 
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